
原爆の惨状を語って下さった

花谷さんと伴さん

 駅舎カフェ 

旧安芸飯室駅を活用し、地元野菜、手作り雑貨の販売を始め、カフェを運営し、地域

活性化を目指している。 

安佐町飯室出身の丸木位里さんをもっと知ってほしいと願い、7 月 31 日から 8 月 6

日まで、原爆の図を展示している。

げ 

位里さん・俊さんの平和への想いは引き継いでいきたいと思います。 

 

米軍機が落と

したパラシュ

ートの話をす

る河田さん



紙芝居村から来られた阿部さんは、原爆が投

下された後、1950 年、市民球団として立ち上

げた石本監督の話、「広島カープ昔話」、その他

「命の水」などを上演して下さった。 

栗原さんはアーサービナードさんの「ちっち

ゃいこえ」、「ドーム物語」などを演じてくれま

した。 

 

Romui シスターズは「1 本の鉛筆」、「アメイジンググレース」 

などを熱唱してくれました。 

平和だからこそ、歌い音楽を楽しむこともできる。 

二度と戦争を起こさないようにと祈ります。 

 

被爆体験記朗読ボ

ランティアの皆さ

まに来て頂き、原爆

の惨状をリアルに

語って頂きました。 

一発の原子爆弾で

多くの命が奪われ

てしまいました。 

青木圭子さんは去年に引き続き、被爆体験伝承講話

をして下さいました。暑い中、本当にありがとうご

ざいました。 

移動店舗は飯室在住の金清さんが、暑い中、毎日のよう

に Romui に来て、完成させてくださったのです。 

予算が少ない中、自宅にある材料を持ち出してくれ、立

派な移動店舗ができました。 

寒い冬はぜんざい、おでん、などもいいね！ 

焼き菓子、観葉植物なんかもいいね！ 

なんて夢は尽きません。 

どんどん楽しい場所になっています。 

Dreams come true ! 

最後になりましたが、素敵なチラシを作って下さった小田さんに感謝致します。 


